
 

第３学年 国語科書写学習指導案 

 

 

１ 単元名 

   修学旅行の思い出を俳句にし、書写作品をつくろう 

 

２ 単元について 

  本単元は学習指導要領〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕の書写に関する事項(２)「ア 

身の回りの多様な文字に関心をもち、効果的に文字を書くこと。」に関する能力を育てることをねらい

としている。 

 生徒はこれまでに、１学年で楷書体、２学年で行書体を中心とした学習を通し、字形、配列、書体に

調和した仮名の書き方、目的に応じて楷書又は行書を選んで書くことを学んできた。これまでの学習を

生かし、自作の俳句を作品にすることで、文字の伝達性や表現性を考えながら目的に応じて書くことが

できるのではないかと考える。 

また、本単元では国語の授業と関連付けて、「俳句の可能性」「俳句を味わう」を通して、季語や切れ

字に注意しながら、言葉や表現に即して情景や心情を想像し、俳句の世界に親しませることで、「C 読

むこと ア．文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注意して読むこと。」の能

力を養い、修学旅行での体験を俳句にし、語句の効果や適切な使い方を学ぶことで、「B 書くこと ア．

社会生活の中から課題を決め、取材を繰り返しながら自分の考えを深めるとともに、文章の形態を選択

して適切な構成を工夫すること。」、〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕イ言葉の特徴やき

まりに関する事項「(イ)慣用句・四字熟語などに関する知識を広げ、和語・漢語・外来語などの使い分

けに注意し、語感を磨き語彙を豊かにすること。」の能力を育てていくこともねらいとしている。 

 学習指導要領では「書写の指導の改善」において、「書写の指導については文字文化に親しみ、社会

生活や学習活動に役立つような内容や指導の在り方の改善を図るとともに、身の回りの文字に関心をも

ち文字を効果的に書くように指導することを求めている。」と示されている。自身の体験を俳句にし、

書写作品の合評会を行うことで、主体的に取り組みながら文字文化に親しむことができると考える。 

 

３ 研究主題、仮説との関連 

 

 研究主題 一人一人が主体的に取り組む書写学習のあり方 

 

【仮説１】課題意識のもたせ方の工夫 

 児童・生徒一人一人が自分にあった課題をもち、自分の文字について振り返りの方法がつかめれば、

文字を書こうとする意識が高まるであろう。 

 

 （１）仮説１との関連 

  ①具体的な課題を持つための工夫 

    既習のポイントを意識しながら、自分の作品と向き合えるように、中心、配置、筆脈、漢字と

仮名の調和、余白のバランスの５点に絞った掲示物、ワークシートを使用することで、生徒が自

分の作品と向き合い、具体的な課題をみつけることができると考える。 



 

 

【仮説２】支援の工夫 

 児童・生徒一人一人が自分の力で解決できるような支援の工夫をすれば、学習意欲が喚起され、主体

的に取り組むであろう。 

 

 （２）仮説２との関連 

  ①筆遣いに慣れるための支援の工夫 

    筆に親しむ機会が少ないため、用具の取り扱いが不安な生徒が多く、そのことが主体的に取り

組めない一つの要因と考えられる。そのため、部分練習の際に水筆、水書用紙を活用して、日頃

から筆に触れることで、より身近なものとなるようにする。また、水書は用具による汚れや片付

けの手間が少ないのも魅力となるだろう。 

  ②崩し方、字形をとらえるための支援の工夫 

    生徒は、作品にしたい意志はあるが、書きたい文字の字形や字の崩し方、バランスがわからな

いため、書写活動に意欲的に取り組めない場合が多い。本来、崩し方や字形は書道辞典などを活

用して調べ、集字することが一般的である。しかし、時間的、生徒の実態的にも難しいのが現状

である。そこで日常生活で身近なパソコン（ワード）で印刷した文字を、行書につなげるための

崩し方、字形の参考とし、試書のよりどころとすることで、比較的簡単に見本を作ることができ

ることを知り、主体的に活動に取り組めると考える。 

 

【仮説３】評価方法の工夫 

 学習のねらいや実態に応じた評価の規準を明確にすれば、児童・生徒は文字感覚が豊かになり、日常

の書写学習に生かすことができるだろう。 

 

 （３）仮説３との関連 

  ①練習の成果が明確になるようなワークシートの工夫 

    試書と作品を見比べ、個々の練習の成果が明確になるように、一枚のワークシートにまとめる

ことで、変化を生徒自らが見つけより文字感覚が豊かになると考える。 

 

５ 単元の目標 

  ○読み手や目的、意図に応じて、字形や書体、文字の配列等を工夫して俳句を制作し、効果的に文

字を書くことができる。 

  ○読み手や目的、意図に応じて、多様な方法で取材し、文章の形態や構成を工夫して書くことがで

きる。 

  ○有季定型の俳句を創作し、合評会をすることを通して、語句や言葉遣いを工夫させ、語感を磨き、

語彙を豊かにする。 

  ○俳句を読む楽しさを知り、想像を働かせながら読み味わうことができる。 

 

 

 

 



 

６ 単元の指導計画（９時間扱い） 

時 ね ら い 主 な 学 習 活 動 

１
（
国
） 

「俳句の可能性」を読み、

俳句について興味・関心をも

つ。 

○通読し、筆者のものの見方や感じ方、表現のしかたなどを読み

味わう。 

○筆者の考えを通して、俳句を作る際の心構えを学ぶ。 

２
（
国
） 

俳句の基礎知識を学ぶ。 ○「俳句の可能性」にでてくる句をもとに、使用されている俳句

のきまりや技法を知る。 

３
（
国
） 

「俳句を味わう」に登場す

る俳句を読み、大意を理解し、

心情や情景をとらえる。 

○俳句を読み、感じた情景や思いを、文章やイラストにする。 

○心に残った言葉、表現を抜き出す。 

４
（
国
） 

修学旅行の体験から、有季

定型の俳句を創作する。 

○修学旅行中のメモ、歳時記を用いて、心に浮かぶ思いを有季定

型の形で詠む。 

５
（
書
） 

 自作の俳句を作意が豊かに

表現でるように漢字と仮名の

調和、配列を考える。 

○パソコンを用いて、自作の俳句の作意が豊かになる書体を決め

る。（楷書または行書） 

○用紙に調和よく書けるように配置を考える。 

○用紙に配置を決め、手本を作る。（印刷したものを切り貼りす

る。） 

６
（
書
） 

 水筆を使って、文字の特徴

をつかみ、配列、余白を意識

する。 

○水筆を使用して、筆の感覚、文字の書き方を復習する。 

○配列、余白を意識した練習用紙を作る。 

７
（
書
）
（
本
時
） 

 自作の俳句を、書体や配列

を工夫して表現する。 

○自作の手本をもとに、練習し、自己の作品を振り返る。 

○ワークシートに振り返りをし、配列や調和を意識しながら練習

を重ねる。 

８
（
書
） 

 台紙に作品を貼って仕上

げ、短評をつける。 

○前時の練習を生かした作品を仕上げる。 

○色、材質の異なる台紙の中から自身で選択し、作品を仕上げる。 

○印を押し、自分だけの作品を仕上げる。 

９
（
国
・
書
） 

 作品の短評をもとに、作品

を鑑賞しあう。 

○グループごとでの合評会を行う。 

 

 

７ 本時の指導（７／９） 

（１）目標 

  ○学習目標：漢字と仮名の調和と配列を意識して書くことができる。 

 



 

（２）展開 

過程 学習活動と内容 教師の指導・支援・評価（◇） 資料 

試書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 

把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 用紙に試書する。① 

  （１枚） 

 

２ 試書をワークシートに貼る。 

 

 

３ 本時の目標を知る。 

 

 

 

４ 黒板に掲示した俳句を見て、

学習目標のポイントを具体的

におさえる。 

 １枚目：中心がずれている。 

 ２枚目：字間がバラバラ。（区

切りが意識されてい

ない） 

 ３枚目：漢字と仮名が調和して

いない。（漢字が小さ

く、仮名が大きい） 

 ４枚目：筆脈がない。 

 ５枚目：余白が極端に多い。 

（字が細い） 

 

 

 

５ ポイントを確認しながら、試

書の振り返りをする。 

 《ポイント》 

 ①中心がそろっている。 

 ②俳句の区切りを意識した配

置ができている。 

 ③筆脈を意識している。 

 ④漢字と仮名が調和している。 

 ⑤白と黒のバランスがとれて

いる。 

 

・自作の見本をよく見て書き、自分の木業を

確認できるよう声をかける。 

 

・試書をワークシートに貼ることで、試書と

その後の作品を比較し、成果を実感できる

ようにする。 

 

 

 

 

・黒板に掲示した俳句に注目し、５つのポイ

ントを学習目標につなげる。 

・試書と黒板の俳句を一つ一つ見比べること

で、課題を明確にできるようにする。 

・定規をあてて字の中心に注目できるように

する。 

・字間を意識するために５・７・５の区切り

に着目するよう助言する。 

・文字の画数の違いに注目し、漢字と仮名の

バランスに目がいくようにする。 

・点画の連続している部分と、そうでない部

分が明確なものを提示することで、筆脈が

わかるようにする。 

・紙に対する白と黒のバランスに着目し、余

白の取り方を意識できるようにする。 

 

・ワークシートに貼った試書の振り返りをす

ることで、横に書かれたポイントを意識し

ながら、自分の作品と向き合えるようす

る。 

・ポイントを中心、配置、筆脈、漢字と仮名

の調和、余白のバランスの５点に絞って５

段階評価で振り返り、具体的な課題を見つ

けるようにする。 

・試書作品をいくつか書画カメラで写し良い

点を全体で確認しあう。 

◇自分の課題を見つけることができる。 

 

 

 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

俳句作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾃﾚﾋﾞ 

書画ｶﾒﾗ 

学習目標：漢字と仮名の調和と配列を意識して書こう。 



 

練習 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

 

 

 

 

振り返り 

６ 課題を意識して練習する。 

 《予想される取り組み》 

・中心がそろうように、見本に

中心線を引いてみる。 

 ・字の大きさを意識するため

に、鉛筆で書きたい字の大き

さの○を書く。 

 

７ 一枚、本時の中で一番良く書

けた作品を隣同士で見合う。② 

 

 

 

 

８ ワークシートに本時の振り

返りを記入し、提出する。 

 

 

 

９ 次時の学習の予告。 

 

・自分で見つけた課題を意識し、練習するよ

うに助言する。 

・課題解決のために、中心線を引いた練習用

紙を使用したり、一文字ずつ練習したりす

ることを助言する。 

◇字形や書体、文字の配列等を工夫して練習

している。 

 

・①と②の作品を比較し、向上した部分を明

確にするために、ワークシートに本時の中

で一番良く書けた作品をクリップでとめ

ることを確認する 

・お互いの良さを伝え合うように助言する。 

 

・試書と比べ、各自の課題の達成度を確かめ

るように伝える。その際、級友からの助言

も参考にするように助言する。 

・比較、助言から、次回の課題を見つけられ

るようにする。 

 

・次回は作品の仕上げをし、台紙に貼り、よ

り魅力的な作品にすることを伝え、意欲の

継続を図る。 

 

 

 

 

板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   生徒の試書を掲示     ５つのポイントを踏まえた俳句 

修
学
旅
行
の
思
い
出
を
俳
句
に
し
よ
う 

  

漢
字
と
仮
名
の
調
和
と
配
列
を
意
識
し
て
書
こ
う
。 

  


